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固定資産税（矛1期）

国民健康保険料（矛1期）

　納期4月30日

▽
発
朋
の
日
（
十
八
日
）

▽
科
学
技
術
週
間
（
十
八
臼
～

二
＋
四
日
）

▽
逓
信
記
念
日
（
二
十
日
）

▽
原
子
力
デ
ー
（
二
十
二
日
）

▽
郵
便
週
憎
、
伽
手
趣
麻
週
間

　
（
二
十
日
～
二
十
六
日
）

▽
草
の
週
闇
（
二
十
六
日
～
五

月
一
一
日
）

▽
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条

　
約
発
効
記
念
日
（
二
十
八
日
）

▽
天
皇
誕
仲
日
（
二
十
九
日
）

▽
春
の
社
会
融
育
週
概
（
二
十

九
～
五
月
五
日
）

▽
国
土
緑
化
運
動
強
調
週
間

（
三
月
か
ら
継
続
五
月
ま
で
）

▽
晩
霜
の
被
害
防
止
（
四
月
～

　
五
月
）

　正
索副

各二難

　第二回

十
日
町
而
議
会
臨
時
会
は

去
る
四
日
開
か
れ
監
査
委
員
選
任
、

水
道
委
員
会
委
員
委
嘱
、
消
防
委
員

会
委
員
選
定
な
ど
を
決
め
た
ほ
か
常

任
委
員
会
の
委
員
及
び
そ
の
正
副
委

員
長
を
決
め
ま
し
た
。

　
な
お
正
副
議
長
は
留
任
と
決
り
ま

し
た
。

＿1一

副議
議
長長

近藤副議長　　樋ロ議長

樋
口
政
太
郎

近
藤
雄
四
郎

議
長
留
任

一
回
臨
時
市
議
会
ー

委
員

◎
監
査
委
員
　
　
　
桑
原

◎
水
道
委
員
会
委
員

　
　
竹
内
　
真
　
大
島

　
　
石
坂
正
隆
　
後
藤

　
　
柳
　
宗
平

　
　
高
田
啓
助
　
庭
野

◎
消
防
委
員
会
委
員

　
　
片
　
賢
吉
　
庭
野

　
　
大
島
憲
治

　
　
斎
木
正
義
　
井
川

◎
常
任
委
員
会
委
員

決
ま
る

武
志
　
一
、
文
教
厚
生
委
員
会
委
員
（
八
名
）

唯昭
七三

小
海
隆
三
郎

　
　
出
・
郎

委
員
長

副
委
員
長

委
員
庭
野
出
・
郎

保
坂
真
平

小
海
隆
三
郎

後
藤
唯
七

樋
口
政
太
郎

阿
部
ケ
イ

斎
木
正
義

　
井
川
㌧
一

一
、
建
設
委
員
会
委
員
（
七
名
）

委
員
長

副
委
員
長

委
員
庭
野
栄
作

尾
身
美
教

禦野蟹齢
譲藩署藩奎

　
　
栄
作

村
山
政
一
郎

　
　
修
一

一
．
経
済
委
員
会
委
員
（
七
名
）

委
員
長

副
委
員
長

委
員高
田
啓
助

村
山
政
一
郎

柳
　
宗
平

石
坂
正
隆

滝
沢
忠
太
郎

庭
野
忠
正

山
田
正
邦

◎
臨
時
出
納
立
会
議
員

阿
部
ケ
イ

み
ん
な
う
け
よ
う

　
　
　
　
畜
犬
登
録
狂
犬
病
予
防

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
　
ヨ

愛
禰
卸
鷺

一
、
総
務
財
政
委
員
会
委
員
（
八
名
）

委丁員

長

副
委
員
長

委
員
大
島
昭
三

近
藤
雄
四
郎

大
島
憲
治

桑樋片塩竹
原口　川内
　惣
武一賢好
志郎吉司真

と
し
て
中
条
、
大
井
田
、
新
座
、
飛

渡
、
下
条
、
康
下
組
、
川
治
、
八
箇

高
山
、
山
本
、
六
箇
、
吉
田
、
名
ケ

山
、
真
田
、
鐙
島
の
各
学
級
が
あ
り

「
わ
た
し
た
ち
を

か
わ
い
が
っ
て

く
だ
さ
ー
い
」

「
ピ
ー
チ
ク

ピ
ー
チ
ク
」

　昭

和
三
†
六
年
度
畜
天
登
銀
と
狂

犬
病
予
防
注
射
が
つ
ぎ
の
と
お
り
行

わ
れ
ま
す
か
ら
も
れ
な
く
受
け
ら
れ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
尚
手
数
料
は
今
ま
で
ど
お
り
で
登

録
料
三
〇
〇
円
、
注
射
料
一
一
〇

円
、
注
射
済
交
付
手
数
料
三
〇
円
、

合
計
四
四
〇
円
（
但
し
集
合
、
沖
射
の

場
A
口
）

評
　
　
　
〃

へ
＼
⑦

多
い
春
先
の
火
災

　
　
　
　
　
　
不
備
な
煙
突
に
注
意

近
年
に
な
い
大
雪
も
よ
う
や
く
春

の
訪
れ
と
共
に
消
え
、
い
よ
い
よ
火

災
の
起
き
易
い
時
期
と
な
り
ま
し

た
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ

り
ま
し
て
昨
年
の
火
災
は
全
焼
わ
す

か
二
件
で
あ
り
ま
し
た
。
本
年
こ
そ

は
無
火
災
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
が
参
考
ま
で
に
春
先
き
に
多

い
火
災
の
原
因
を
検
討
し
て
見
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
ま
す
第
一
は
気
象
状
況
で
あ
り
ま

す
。
四
、
五
日
は
空
気
が
乾
燥
し
て

い
る
こ
と
と
風
の
あ
る
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
第
二
は
、
家
の
周
囲
に
冬
の

雪
囲
い
が
あ
っ
て
火
が
つ
き
易
い
も

》
ξ
ξ

0

の
が
沢
山
あ
る
な
あ
拳
。

簾
認
饗
懇

纈
嫌
購

罪
綿
り
ご
雇
り
で
あ

な
お
葎
纏
溺

注
講
霧
隙
嚢
講

嚇
藥
難
壕

　
万
一
火
災
の
と
き
は
二
九
番

　
普
通
の
用
．
事
は
　
二
四
五
〇
番

主
目
年
学
級

開
設
案
内

　
動
労
青
少
年
の
学
習
の
場
と
し
て

青
年
学
級
を
開
設
い
た
し
ま
す
の
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
に
引
続
き
、
十
日
町
青
年
学

級
で
は
、
去
る
四
月
十
日
開
講
式
を

お
こ
な
い
発
足
し
ま
し
た
。

　
学
習
内
容
は
ペ
ン
習
字
、
毛
筆
、

生
花
、
履
藁
研
究
、
栄
養
料
理
、
郷

土
史
研
究
、
牛
活
研
究
、
ダ
、
学
鑑
賞

珠
算
簿
記
の
各
コ
ー
ス
で
、
年
間
を

通
じ
て
実
施
開
設
致
し
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
近
く
開
設
見
込
学
級

四
目
に
入
っ
て
長
辮
解
舞
れ
か
擦
羅
一

と
忙
し
く
な
る
時
節
で
す
。

こ
と
し
は
近
．
年
に
な
い
大
雪
の
た
め
雪
消
え
も
遅
く
、
農
村
部
で
は
ま
だ
か
な
り
の
残
雪
が
あ
り
、
雪

を
割
っ
て
の
農
作
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
聯

∠
　
／
　
．

し＼
一
／

ま
す
．
い
づ
馨
、
農
業
研
究
や
時

事
問
題
研
究
な
ど
の
一
般
教
養
、
生

花
家
事
研
究
等
の
課
目
や
、
そ
の
地

域
に
即
応
し
た
い
ろ
い
ろ
の
学
習
を

実
施
す
る
見
込
み
で
す
。

　
い
ま
、
各
学
習
と
も
学
級
牛
募
集

中
で
す
か
ら
、
ご
希
望
の
方
は
各
地

区
公
民
舘
ま
た
は
開
設
場
所
に
申
出

て
詳
細
を
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

地区 月　日 時　　間 場捌獣医師

十日町

　〃

4月17日

　！8日

9’｝11

　〃

市役所
　〃

金　沢

　〃

中　条

　〃

　〃

〃25

〃25

5．H

　〃
13’｝14

11∩プ12

出　張　所

大井田小前

新水診療所前

岡　田

　〃

　〃
も

下　条 4．20 9’｝10
　　　　　1厳所前　1〃

川　治 4．24 9【り11 診療所前巨

六　箇 5．10 11＾プi2 出蜥前巨
吉　田

　〃

　〃

4．26
5．　9

　〃

　10’｝12

　13角・14

10．30＾’n．30

　　“　賊田
名ケ山小学校隔

1真田小学劇
〃

成
人
式
の
お
知
ら
せ

　
　
　
ー
こ
と
し
は
五
月
七
日

◎
■
時
旺
五
月
七
u
（
日
曜
）
午
前

　
十
時
よ
り
午
後
一
時
ま
で

◎
会
場
“
十
日
町
小
学
校
下
の
運
動

　
場

◎
該
当
者
K
昭
和
十
五
年
四
月
二
日

　
か
ら
十
六
年
四
月
一
日
に
生
ま
れ

　
市
内
に
任
存
す
る
も
の
（
該
当
者

　
に
は
、
個
々
に
通
知
し
ま
す
が
、

　
あ
る
い
は
通
矧
洩
れ
も
あ
る
か
も

　
知
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
間
に
生
ま
れ

　
た
方
は
、
遠
慮
な
く
お
い
で
く
だ

　
さ
い
）

◎
日
程
H
式
興
、
生
活
記
録
入
選
者

　
表
彰
、
記
念
講
演
、
レ
ク
リ
エ
ー

　
シ
ョ
ン
等

　
生
活
記
録
の
募
集

0
内
容
成
八
の
生
活
お
よ
ぴ
感
想

　
な
ど
を
つ
づ
っ
た
も
の
。
論
交
、

　
作
π
、
日
記
、
詩
な
ど
。

②
宰
数
　
四
百
字
語
、
県
稿
用
紙
五
枚

　
く
ら
い
。

③
〆
切
　
四
月
二
†
九
臼
（
当
日
消

　
印
有
効
）
ま
で
に
十
日
町
市
公
民

　
舘
あ
て
、
住
所
、
職
業
、
氏
名
、

　
生
年
月
日
を
明
記
す
る
こ
と
。

④
表
彰
入
選
者
に
は
、
市
長
賞
、

　
市
議
会
議
長
賞
、
教
育
委
員
会
賞

な
ど
を
授
与
。

◎
な
お
成
人
者
の
祝
福
と
激
励
に
、

一
般
市
民
の
方
六
か
ら
も
御
参
会
下

さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
（
公
民
舘
）

　
入
質
に
配
給
通

　
帖
を

　
　
　
　
新
年
度
か
・
り

入
質
及
び
質
受
利
上
げ
に
つ
い
て

新
年
度
（
四
月
一
日
）
よ
り
次
の
通

り
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
馳
一

　
　
　
　
　
　
　
　
亀

　
　
　
　
　
　
　
　
亀

御
協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。

一
、
入
質
の
際
は
必
ず
身
分
証
明
を

　
係
員
に
提
示
し
て
下
さ
い
（
身
分

　
証
明
と
は
配
給
通
帳
父
は
国
民
健

康
保
険
証
等
）
。

二
、
質
受
け
の
際
は
必
す
質
札
を
持

　参し

て
引
換
に
品
物
を
受
け
販
っ

　
て
下
さ
い
。
質
札
を
紛
失
し
女
は

　き

損
し
た
場
合
は
印
か
ん
を
持
参

　
の
上
、
そ
の
手
続
き
を
取
り
再
交

　
付
し
て
か
ら
品
物
を
受
け
取
っ
て

下
さ
い
．

三
、
利
上
更
新
に
つ
い
て
利
ヂ
の
み

　
を
入
金
し
て
質
礼
を
曾
き
替
え
し

　
て
お
り
ま
し
た
が
こ
の
制
度
は
原

　
則
的
に
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で

　
入
質
後
四
ヵ
月
を
経
過
し
た
場
合

　
は
自
動
的
に
流
質
す
る
こ
と
に
な

　
り
ま
す
の
で
質
受
け
さ
れ
る
よ
う

　
お
願
い
致
し
ま
す
。

四
、
以
上
三
点
は
確
実
に
お
守
り
下

　
さ
れ
た
く
お
願
り
致
し
ま
す
．
万

　
一
確
実
に
実
施
し
な
い
場
合
は
御

　
利
用
出
来
ま
せ
ん
か
ら
申
し
添
え

　
ま
す
。

念
戸
、
問
」
市
で

は
ガ
ス
事
業

を
実
施
す
る

と
い
う
こ
と

で
す
が
、
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る

か
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
本
町
市
民
）

「
答
」
牛
活
改
善
と
産
業
の
合
理

化
を
め
ざ
し
て
さ
き
に
ガ
ス
事
業

調
査
．
委
員
会
を
設
け
、
ガ
ス
事
業

市
役
所
辞
令

　
　
〔
退
　
職
〕

中
条
出
張
所
主
事
　
　
杉
本
美
智
子

福
祉
事
務
所
主
事
　
　
星
野
キ
ク
エ

財
政
課
技
師
　
高
橋
博
三

　
　
　
（
以
上
三
月
三
十
一
日
付
）

　
　
〔
配
置
転
換
〕

市
民
課
主
串
　
　
　
高
橋
左
一

　
税
務
課
市
民
税
係
長
を
命
す
る

福
祉
礁
務
所
主
事
　
　
近
藤
　
　
豊

　
市
民
課
相
談
係
長
を
命
す
る

市
長
室
主
事
　
　
　
池
田
土
郎

　
福
祉
．
串
務
所
事
務
係
長
を
命
ず
る

市
構
塞
主
事
　
　
　
　
中
町
　
由
雄

　
兼
ね
て
市
長
室
広
報
統
計
係
長
を

　
命
す
る

税
務
課
主
事
　
　
　
山
田
熊
治

　
税
務
課
固
定
資
産
税
係
長
を
命
す

　
る
　
　
　
（
以
上
四
月
一
日
付
）

　
　
　
　
き
き

実
施
の
た
め
努
力
研
究
中
で
来
る

十
七
、
八
日
に
は
ガ
ス
事
藁
調
査

委
員
が
先
進
地
の
柏
崎
市
と
見
附

市
を
視
察
す
る
予
定
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
事
業
の
内
容
に
つ

き
ま
し
て
は
ま
だ
具
体
的
に
決
っ

て
お
り
ま
せ
ん
が
供
給
区
域
は
大

体
水
道
の
給
水
区
域
を
対
象
に
し

て
行
い
た
い
考
え
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
市
長
塞
）

‘

昭和36年度宅地5月28（日）午後1時か

建物取引員試験ら塒まで新潟市で行

われます。

申込の受付期間は4月11日戸｝28日までとなっ

ております。

受付は県建築課及び各土木出張所で行ってい

ます。なお宅地建物取引員試験の参考書の希

望者には1冊送料共390円各土木出張所で受付

ております。

勤労学徒の勤労学徒について諸
検定試験　事業のための高校卒
業又は卒業に要する全科目の履修ができなか

つた者のために大学入学試験を受験できる文

部省施行の大学入学資格検定がつぎのとおり

行われます。

　◎検定願書受付

　　36年4月24日から5月20まで。

　◎検定施行期間

　　36年8月7日から12日まで。

　◎試験場
　　新潟市関屋県立新潟高等学校

　◎受験資格

　　中学卒業者又はこれと同等以上の学力あ

　　ると認められた者又は高校に入学したが

　　卒業できなかつた者高校定時制在学者又

　　は高校が行う通信教育を受けているもの

　　旧国民学校初等科を修了したもの◎

　◎受験科目

　　高等学校卒業程度。

　◎受験料　300円

　　　　尚詳細は県教育庁総務課大検係

子供まつり＋日町地区の”子ども

まつり“を次のとおり開きますのでぼつちや

んおじょうちやんみんなでおいでください。

◇と　き　5月5目　午前10時

◇ところ　愛宕幽公園　（雨天のときは＋日

　　　　　町小学校下の運動場）

◇内　容　童話、紙芝居、童謡など。

児童は人として尊ばれる。

児童は社会の1員として重んぜられる。

児童は良い環境のなかで育てられる。

　　　　一児童憲章から一
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鯉

，
．
．
聖

　．，急

”
農
業
改
良
だ
よ
り
躍
に
代
え
て
、
農
業
技
術
や
情
報
を
市
民
の
留

様
に
お
伝
え
す
る
た
め
に
、
農
業
改
侵
版
を
お
届
け
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
皆
様
と
一
緒
に
広
報
紙
を
通
じ
て
明
る
い
農
村
を
築
き

ま
し
ょ
う
。
　
　
　
十
日
町
地
区
農
業
改
良
普
及
所

土
地
整
備
と
畜
産
に
重
点

三
十
六
年
度
農
業
振
興
策

　
不
年
度
は
農
榮
界
に
と
っ
て
は
重

要
な
意
義
を
衛
つ
年
と
な
る
と
思
わ

れ
る
。
農
黄
を
と
り
ま
く
条
件
は
大

き
く
変
っ
て
来
る
。
即
ち
貿
易
の
自

由
化
は
日
増
し
に
高
ま
り
食
糧
事
情

も
大
幅
に
緩
和
さ
れ
米
の
統
制
に
た

い
す
る
批
判
も
出
て
お
り
ま
す
。
女

日
本
の
一
般
経
済
は
警
異
的
な
伸
長

を
示
し
一
方
農
業
と
他
産
藁
の
所
得

差
は
穴
き
く
な
っ
て
い
る
．

　
政
府
は
農
業
基
本
法
を
制
定
曲
り

角
に
来
た
と
云
わ
れ
る
農
藁
に
そ
の

方
向
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
。

　
本
市
農
藁
は
自
然
的
立
地
条
件
に

恵
ま
れ
な
い
極
め
て
不
利
な
状
態
で

耕
地
面
積
出
畑
合
せ
て
約
二
、
七
〇

〇
町
一
戸
当
り
七
反
た
ら
す
極
め
て

零
細
な
経
営
で
、
あ
り
、
農
業
生
産
額

に
つ
い
て
は
約
八
億
円
〃
、
推
定
さ
れ

る
。
昭
和
三
十
五
年
度
の
十
日
町
織

物
の
総
牛
産
額
は
四
十
七
億
円
と
云

わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
農
藁
の
総
生

産
額
は
織
物
の
総
牛
産
額
の
六
分
の

一
し
か
当
ら
な
い
事
に
な
る
。

　
本
年
度
の
本
市
農
業
の
振
興
策
に

つ
い
て
は
農
業
近
代
化
推
進
の
た
め

土
地
条
件
の
整
備
と
畜
産
の
振
興
を

重
点
に
畑
作
山
林
の
高
度
利
用
に
よ

り
自
立
経
営
農
家
の
育
成
と
共
同
化

の
推
進
尋
国
県
の
施
策
と
相
ま
っ
て

漸
次
経
営
規
模
の
拡
大
と
生
産
性
の

向
上
を
計
り
農
業
所
得
の
増
大
に
よ

り
他
産
業
並
の
社
会
的
経
済
的
地
位

の
確
保
を
計
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

何
と
云
っ
て
も
農
業
の
改
革
は
農
家

各
位
の
研
究
と
努
力
に
よ
ら
な
け
れ

ば
達
成
出
来
な
い
事
は
申
し
上
げ
る

ま
で
．
も
な
い
。

　
つ
ぎ
に
本
年
度
の
当
市
の
農
抹
予

算
の
主
な
る
も
の
を
お
知
ら
せ
す

る
。

◎
農
業
近
代
化
資
金
利
．
＋
補
給
醤

　
　
　
　
　
　
四
三
〇
、
O
O
O
円

◎
優
良
種
牡
牝
豚
貸
付
事
藁
費

　
　
　
　
　
　
五
八
O
、
O
O
O
円

◎
乳
牛
導
入
費
補
助
金

　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
、
O
O
O
円

◎
養
鶏
伝
染
病
予
防
費

　
　
　
　
　
　
四
〇
、
五
〇
〇
円

◎
自
給
飼
料
種
子
費

　
　
　
　
　
　
五
五
，
O
O
O
円

◎
採
種
圃
設
置
事
業
費

　
　
　
　
　
三
三
四
、
0
0
0
円

◎
畑
作
振
興
費

　
　
　
　
　
二
五
〇
、
O
Q
O
円

◎
冬
種
展
示
圃
設
闇
費

　
　
　
　
　
　
一
二
、
O
O
O
円

◎
農
業
経
営
改
善
事
業
費

　
　
　
　
　
　
八
O
、
O
O
O
円

◎
動
力
噴
霧
器
導
入
費
補
助

　
　
　
　
　
三
四
五
、
O
O
O
円

◎
一
般
造
称
奨
励
費

　
　
　
　
　
　
八
七
、
五
〇
〇
円

◎
階
段
造
林
奨
励
費

　
　
　
　
　
　
一
〇
八
、
O
O
O
円

◎
ボ
イ
山
改
善
そ
の
他
秣
蓼
奨
励
費

　
　
　
　
　
　
一
〇
三
、
O
O
O
円

◎
稚
蚕
共
同
桑
園
奨
励
費

　
　
　
　
　
　
五
五
、
O
O
O
円

◎
原
野
桑
園
殼
置
費

　
　
　
　
　
一
二
〇
、
O
O
O
円

◎
土
地
改
良
串
業
補
助
金

　
　
　
　
二
、
七
一
三
、
八
O
O
円

◎
林
道
開
設
費

　
　
　
五
、
九
〇
〇
、
O
O
O
円

◎
耕
地
災
害
復
旧
費

　
　
　
一
五
、
＝
ハ
八
．
O
O
O
円

施
肥
法
に
問
題
を
残
す

耕
う
ん
機
と
イ
ナ
作

　
　
種
も
み
消
毒
は
い
う
詠
で
も
な

　
く
種
も
み
に
つ
い
て
い
る
病
菌
を

　
殺
し
、
苗
代
で
種
籾
か
ら
伝
染

　
す
る
病
気
を
防
除
す
る
た
め
に

　
や
る
も
の
で
、
と
く
に
こ
と
し

　
の
消
雪
遅
延
、
ま
た
苗
代
時
期

　
の
天
候
不
順
な
ど
を
考
え
．

㎜皿㏄｝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
毒

近
新
し
い
苗
作
り
が
行
わ
れ
る
怜
凋
の
挙
芽
と
関
係
が
深
く
、
催
芽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
と
く
に
バ
　
　
　
後
は
危
険
と
思
わ
れ
る
の
で
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
完

力
苗
病
、
宣
枯
病
が
目
立
っ
て
ま
れ
ぞ
れ
別
表
の
よ
う
な
基
準
外
、

き
た
よ
う
で
あ
る
。
　
　
　
　
み
ウ
ヌ
ブ
ル
ン
以
外
は
塩
水
選
頂

　
こ
れ
ら
の
点
を
考
え
、
あ
ら
も
後
に
消
毒
し
て
ほ
し
い
、
ま
た

た
め
て
今
年
あ
た
り
か
ら
考
え
種
液
温
が
高
い
ほ
暴
害
の
心
配

直
す
と
と
も
に
全
農
家
が
完
全
な
も
大
き
い
の
で
液
温
は
一
五
度

　
農
業
の
機
械
化
は
最
近
五
～
六
年

の
間
に
急
速
に
進
み
、
特
に
動
力
耕

新
機
の
普
及
は
め
ざ
ま
し
い
、
昭
和

二
十
八
年
市
内
で
僅
か
五
台
の
も
の

が
、
昨
年
十
目
現
在
三
一
八
台
と
六

〇
倍
に
踊
進
し
．
｝
．
～
の
耕
転
面
積
は

水
田
の
六
Q
％
以
上
に
及
ん
で
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
た
が
っ
て
琴
迄
牛
馬
耕
や
、
人

力
で
や
っ
て
来
た
場
合
よ
り
、
栽
培

法
も
当
殊
変
っ
た
体
系
が
午
れ
て
く

る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
下
耕
瓶
機
利
用
に
よ
る
稲
作
に

つ
い
て
耕
頼
施
肥
を
中
心
に
検
討
し

て
み
よ
う
。

　
市
内
に
普
及
さ
れ
て
い
る
耕
転
機

の
七
〇
％
は
小
型
の
テ
ー
ラ
ー
で
あ

り
、
残
り
の
三
〇
％
も
一
〇
馬
力
以

下
の
駆
動
型
で
、
そ
の
耕
深
限
界
は

に
実
施
し
て
欲
し
い
も
の
だ
。

　
そ
の
要
点
は
新
し
い
薬
剤
が

で
て
き
た
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の

薬
は
ウ
ス
プ
ル
ン
に
く
ら
べ
効

　
力
が
強
い
が
そ
の
反
面
薬
害
の
お

ツ
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
濃
度
覧
時
間

な
ど
を
よ
く
守
っ
て
欲
し
い

（
別
表
参
照
）

　
　
ま
た
液
温
は
一
〇
度
～
一
五

度
で
は
同
じ
で
あ
る
が
、
漸
し

い
薬
は
低
温
で
も
効
果
は
変
ら

な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
薬
害
の
点
で
は
種
も
み

全
前
後
が
安
全
で
あ
る
・

健
次
に
濃
厚
液
で
露
間
蒲

　
　
毒
す
る
方
法
も
あ
る
が
、
い
ま

　
　
の
と
こ
ろ
喫
用
的
に
は
無
理
が

　
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

別表）

一
五
糎
位
で
あ
ろ
う
、
し
か
し
テ
ー

ラ
ー
は
自
重
も
軽
い
の
で
一
般
に
は

一
〇
～
一
二
糎
位
の
浅
耕
が
多
い
。

　
更
に
最
近
潅
水
し
て
耕
頼
し
て
い

る
処
か
多
く
浅
耕
化
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
。

　
米
作
り
の
多
収
技
術
は
昔
か
ら
深

耕
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
が
、
最

近
の
浅
耕
化
の
傾
向
は
再
考
の
要
が

あ
ろ
う
。

　
し
か
し
小
環
機
に
よ
る
深
耕
も
最

近
よ
う
や
く
研
究
か
進
み
、
実
用
化

さ
れ
る
段
階
に
達
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
そ
れ
ば
曾
迄
の
小
型
機
に
、
付

属
作
業
機
と
し
て
〔
U
ド
ー
ザ
ー
」

「
振
動
式
麻
土
破
砕
機
」
　
「
心
土
破

砕
ス
キ
」
を
と
り
つ
け
る
こ
と
に
よ

り
、
二
〇
～
四
〇
．
糎
の
深
耕
が
可
能

と
な
り
、
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
の
入
り

薬　剤　名 濃　　　　産 時　間 時　　期 液温
剤ルペロン

水104
　5錠

6～8時間
塩ホ選後

浸入前

150c

リオゲソ錠

錠剤メル

2～4時間メル錠
PNF－2 400倍
トアマソ 1，000倍一2，000倍、

ウスブルン錠剤 水m6　5錠　110～12時間浸種後催芽前

に
く
い
処
に
伸
び
て
行
く
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
今
の
段
階
で
は

潅
水
耕
私
の
中
止
が
先
決
で
あ
る
。

耕
転
時
期
に
つ
い
て
は
、
早
い
場

合
も
、
田
植
五
～
七
日
前
で
も
収
量

差
は
み
ら
れ
な
い
、
こ
れ
は
耕
し
た

土
塊
が
細
か
い
の
で
風
化
さ
れ
す
、

乾
土
効
果
も
出
に
く
い
た
め
と
考
え

ら
れ
る
。
従
っ
て
何
時
耕
し
て
も
穴

差
は
な
い
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
し

か
し
、
耕
新
、
潅
水
、
代
か
き
を
同

時
に
や
る
方
法
は
減
取
傾
同
が
強

い
。

　
な
お
粘
質
の
湿
出
、
半
湿
出
で
は

代
か
き
を
簡
略
に
し
、
土
壌
の
還
元

を
高
め
な
い
よ
う
に
す
る
。

　
砕
土
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
無

砕
土
と
穴
差
が
出
て
い
な
い
の
で
、

耕
私
代
か
き
の
簡
略
法
で
よ
い
も
の

と
判
断
さ
軌
る
。

　
次
に
一
番
間
題
と
な
る
施
肥
で
あ

る
が
、
耕
頼
後
の
肥
料
の
分
布
を
み

る
と
、
ロ
ー
タ
リ
ー
耕
の
場
合
、
上

中
下
層
に
均
等
に
分
布
し
て
い
る
が

一
段
ス
キ
で
は
上
中
層
に
多
く
下
層

に
少
い
。
二
段
ス
キ
は
逆
に
下
層
に

多
く
分
布
し
、
上
甲
層
に
少
く
な
，

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
肥
切
れ
時
期
と

関
係
が
深
い
の
で
施
肥
上
よ
く
考
え

て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
一
般
に
肥
料
の
分
解
は
皐
く
、
肥

持
ち
が
や
＼
劣
る
の
で
、
元
肥
の
み

で
な
く
穂
肥
の
謝
画
的
鹿
用
が
必
要

で
あ
る
。
夏
や
＼
分
解
の
お
そ
い
持

続
性
の
あ
る
粒
状
固
形
や
粒
状
肥
料

等
が
効
果
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
耕
私
機
耕
は
肥
料
の

分
解
が
早
い
の
で
、
後
期
に
肥
切
れ

に
よ
る
秋
落
ち
傾
向
に
な
る
場
合
が

少
く
な
い
。
そ
こ
で
肥
料
の
や
り
方

も
従
来
よ
り
変
え
て
、
元
肥
キ
体
よ

り
穂
肥
や
晩
期
追
肥
等
に
つ
い
て
充

分
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
穂
肥
回

数
も
一
回
よ
り
二
回
の
方
が
よ
く
、

而
も
晩
期
追
肥
の
効
果
も
高
ま
っ
て

い
る
例
が
多
い
。

　
次
に
深
耕
と
施
肥
の
問
題
セ
あ
る

が
十
二
糎
位
の
場
合
は
普
涌
肥
で
よ

い
が
、
十
八
糎
位
で
は
や
＼
肥
料
を

増
す
方
が
収
量
か
高
ま
っ
て
い
る
。

　
一
般
に
乾
田
で
は
耕
私
、
代
か
き

共
深
く
す
る
か
、
夏
代
か
き
だ
け
で

も
深
く
し
た
方
が
よ
い
よ
う
で
あ

り
、
湿
田
で
け
耕
頼
は
深
く
し
、
代

か
き
は
浅
い
．
方
が
よ
い
．

　
次
に
小
型
ト
ラ
ク
タ
ー
の
利
用
異

態
は
平
野
地
で
は
、
耕
頼
、
代
か
き

と
運
搬
が
殆
ん
ど
同
じ
位
で
あ
る
が

山
間
地
は
運
搬
が
キ
体
で
耕
転
ほ

か
な
り
少
く
な
っ
て
い
る
。
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顯
嬉

概

繍

霧

別
表
O
主
な
る
苗
代
別
育
苗
留
意
事
項

－
』

心岬

かテがキメと苗作り浩雪

有利な改良苗代で

様
式
別

簡
易
．

抗
衷

主
な
る

浅
く
す
る
。

有
苗
留
意
事
項

垂
、
査
繍

①
潅
水
、
天
候
の
よ
い
日
は
苗
代
の
肩
迄
．
嗣
蚕
天
の
日
は

②
豪
雨
に
備
え
出
水
口
を
多
く
造
っ
て
お
く
。

③
く
ん
た
ん
が
飛
ば
さ
れ
た
ら
補
充
す
る
。

④
本
葉
第
三
葉
か
ら
床
面
迄
潅
水
し
、
第
四
葉
か
ら
除
網
す
る
。

畑
苗
代

ビ
ニー
ル

ハ
ウ
ス

①
水
の
か
け
引
き
は
簡
易
折
衷
に
準
す
る

②
局
温
の
続
く
時
は
早
目
に
除
紙
（
ボ
リ
）
し
、
除
紙
後
は
一

　
時
深
水
と
し
、
そ
の
後
、
高
温
の
時
は
浅
水
、
低
温
の
時
は

　
深
水
管
理
す
る
と
共
に
　
育
苗
後
期
は
徒
援
を
押
え
る
。

　
（
除
紙
後
の
管
理
不
良
は
立
林
を
ひ
き
起
す
）

③
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
苗
代
は
局
温
緯
害
を
受
け
や
す
い
か
ら
早
期

　
に
使
用
し
、
早
目
に
除
く
こ
と
。

①
発
芽
適
温
三
〇
度
C
位
を
五
～
七
目
間
持
続
さ
せ
、
発
茸
整

　
一
に
す
る
。
一
〇
度
C
以
ド
に
な
ら
な
い
よ
う
保
護
す
る
。

②
床
内
温
度
を
d
中
二
五
度
C
、
夜
間
一
〇
度
C
を
目
標
に
管

　
理
し
、
高
温
輝
害
を
起
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。

③
本
葉
三
～
四
葉
か
ら
日
光
に
充
分
あ
て
外
気
に
な
ら
す
。

①
高
度
技
術
で
あ
る
か
ら
、
ハ
ウ
ス
中
に
お
誇
て
は
温
度
管
理

　
に
万
全
を
期
し
、
特
に
後
期
は
高
温
に
し
な
い
よ
う
に
し
て

　
外
気
に
一
～
二
日
間
な
ら
す
。

②
畑
の
仮
植
床
は
P
H
で
四
・
五
～
五
・
五
迄
の
酸
性
土
に
す

　
る
。

③
畑
仮
植
の
場
合
は
三
日
前
よ
り
潅
水
し
て
お
き
、
仮
順
後
は

　
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を
か
け
て
低
温
か
ら
県
護
す
る
。
仮
順
後
は

　
畑
苗
代
同
様
高
温
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
す
る
。

④
水
苗
幾
仮
植
の
場
合
は
、
仮
願
時
期
と
、
水
温
に
注
意
す
る

育

苗

　
新
潟
気
象
台
か
ら
発
表
さ
れ
た
春

の
気
象
予
報
は
気
温
は
四
月
中
旬
か

ら
五
月
上
旬
に
か
け
て
並
高
と
予
想

さ
れ
る
。
下
旬
に
は
所
に
よ
っ
て
一

時
的
に
低
目
の
処
も
あ
る
。
五
月
中

旬
は
梢
低
的
に
経
過
し
五
月
下
旬
よ

り
六
月
下
旬
ま
で
並
か
ら
並
低
と
予

想
さ
れ
る
。
今
年
は
豪
雪
で
消
讐
が

遅
れ
る
見
込
み
6
あ
る
こ
と
も
併
せ

考
え
る
と
経
営
的
、
技
．
術
的
に
も
有

刹
な
改
良
苗
代
を
実
行
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
。
改
良
苗
代
を
計
画
実

梓
す
る
に
は
生
産
性
を
高
め
る
た
め

に
行
う
の
で
あ
る
か
ら
、
絶
対
収
量

を
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

た
め
牛
産
性
が
高
め
ら
れ
る
。
健
苗

を
育
成
す
る
こ
と
が
肝
要
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
消
雪
が
遅
れ
た
か
ら
と

い
っ
て
床
作
り
を
粗
雑
に
す
る
～
発

芽
を
不
良
に
す
る
し
厚
播
す
れ
ぱ
予

報
の
五
月
ま
旬
は
高
温
で
あ
る
の
で

除
紙
前
綴
か
ら
徒
長
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
。
ま
た
五
月
中
旬
か
ら
低
温
に

経
過
す
る
予
報
な
の
で
深
水
管
理
の

み
を
行
う
と
、
更
に
徒
長
の
お
そ
れ

が
触
わ
る
。
折
角
改
良
苗
代
を
設
置

し
て
も
、
徒
長
の
不
健
全
苗
を
植
え

れ
ば
隼
産
力
は
低
い
。
特
に
こ
の
点

に
留
意
し
て
育
苗
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
最
も
栽
培
面
積
多
く
販
売

予
約
米
の
多
い
越
路
阜
生
で
あ
る
。

こ
の
品
種
は
徒
長
傾
向
が
あ
っ
て
、

出
芽
が
他
の
品
種
よ
り
遅
く
更
に
分

け
つ
も
遅
い
。
他
品
種
よ
り
も
水
管

理
に
浮
意
し
、
徒
長
を
抑
え
な
が
ら

苗
代
日
数
を
梢
長
く
し
て
植
え
る
と

収
量
が
高
ま
る
。
種
籾
の
消
毒
に
つ

い
て
は
近
年
消
毒
を
不
完
全
に
行
う

も
の
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
、
こ

の
現
わ
れ
と
し
て
馬
鹿
苗
病
が
各
地

に
発
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
水

銀
剤
で
の
消
毒
は
完
全
に
行
わ
ね
は

な
ら
な
い
．
次
に
主
な
る
苗
代
様
式

別
育
苗
留
意
事
項
は
別
表
①
の
と
お

り
、
な
お
参
考
の
た
め
苗
代
作
業
計

画
例
を
示
せ
ば
別
表
②
で
あ
る
。

　
適
期
早
植
と
密
度

　
消
雪
時
期
が
遅
れ
て
も
田
植
適
期

は
例
年
と
変
ら
な
い
．
五
月
中
旬
と

も
な
れ
ば
何
日
炬
も
田
植
を
行
っ
て

も
差
友
な
い
気
温
と
な
る
。
苗
が
伸

び
な
い
と
い
っ
て
田
植
を
極
端
に
延

す
こ
と
は
よ
く
な
い
。
多
少
苗
質
が

落
ち
て
も
播
種
後
三
、
五
日
位
を
経

過
す
れ
ば
、
植
え
て
も
よ
い
苗
と
な

る
の
で
適
期
を
失
な
わ
な
い
よ
う
に

す
る
。
栽
順
密
度
は
、
一
般
に
六
〇

株
で
ま
の
疎
植
が
多
い
が
こ
れ
を
一

別
表
国
　
苗
代
作
業
計
画
例
（
保
温
折
衷
）

田1油覆幡1催 1施　　消1渇　　塩　　イ乍作浸消徳

醤晶願

四四日行
～　月期

O日日

地
、
床
作
り

種催
　
　
芽

播縫
叡
ん
書
、
一
五

田
植
予
定
一
五

割
以
上
増
加
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、

定　農種芽’δ1肥犀
五叫四興興明 酉

〇五五二二二一一　　　～　ご　～

　1　四四二1
備

考

婿
水
を
使
潔
よ
奪
る
．

一完
全
に
行
な
わ
な
い
と
馬
鹿
病
が
出

　
ン
ゆ
そ一種

籾
を
煮
な
い
よ
う
に
注
慧
す
る
。

特
に
越
路
早
生
の
低
収
は
茎
数
不
足

に
よ
る
場
合
が
多
い
の
で
や
》
密
舵

を
必
要
と
す
る
。
栽
植
様
式
は
い
ろ

い
ろ
あ
る
が
何
れ
も
旋
肥
法
に
関
係

が
あ
る
の
で
こ
の
程
度
が
よ
い
と
い

う
決
定
は
む
す
か
し
い
。

　
田
植
直
後
の
中
耕
除
草

　
と
除
草
剤

　
稲
作
作
業
の
な
か
で
中
耕
除
草
は

最
も
労
力
の
多
く
い
る
作
業
で
あ
る

が
こ
の
作
業
は
中
耕
と
除
草
の
二
つ

に
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
労

働
の
葬
産
性
を
高
め
る
と
い
う
こ
と

を
考
え
る
と
中
耕
は
一
回
に
乙
ど
め

！
－
－
一

他
は
除
草
剤
を
活
用
す
る
こ
と
が
望

ま，

し
い
。

　
中
耕
と
薬
剤
除
草
の
具
体
的
な
作

業
の
仕
組
は
次
の
三
通
り
あ
る
。

0
法
田
植
の
二
～
三
b
前
に
P
C

P
水
溶
剤
を
ま
き
、
一
回
だ
け
中
耕

除
草
し
て
出
穂
前
三
〇
～
三
五
日
に

二
四
D
か
M
C
P
を
ま
く
。

②
法
田
植
後
一
〇
出
位
に
中
耕
除

草
し
二
日
お
い
て
P
C
P
粒
剤
を
手

撒
し
①
と
同
様
期
に
二
四
D
女
は
M

C
P
を
ま
く
。

①
法
下
層
施
肥
を
行
う
場
合
は
施

肥
後
一
日
お
い
て
P
C
P
粍
剤
を
ま

き
以
後
0
と
同
様
に
二
四
D
叉
は
M

C
P
を
ま
く
。

曲
り
か
ど
の
ク
ラ
ブ
活
動

　
　
　
　
　
　
「
生
き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ヘ
」

出
稼
者
も
帰
り
、
新
入
者
も
加
わ

り
、
メ
ン
バ
ー
も
久
し
ぶ
り
揃
っ
て

新
会
長
の
も
と
に
事
業
計
画
も
た
て

ら
れ
、
ク
ラ
ブ
も
長
い
冬
眠
か
ら
さ

め
て
活
動
の
季
節
に
入
っ
た
。

　
農
業
も
行
き
づ
ま
り
の
打
開
策
と

し
て
旧
い
殻
を
ぬ
ぎ
す
て
る
こ
と
が

要
求
さ
れ
、
団
地
栽
培
、
多
頭
飼
育

共
同
化
等
が
叫
ば
れ
、
近
代
産
業
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
る
べ
く
農
業
基
本

法
が
制
定
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
農
榮
の
大
き
な
曲
り

角
時
代
に
添
う
べ
く
、
ク
ラ
ブ
活
動

も
行
き
づ
ま
り
を
打
ち
破
る
勇
気
が

　
市
内
の
農
業
改
良
ク
ラ
ブ
は
約
三

〇
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
四
E
ク
ラ
ブ

が
五
つ
の
他
は
、
殆
ん
ど
年
長
者
の

ク
ラ
ブ
で
あ
る
。

　
し
か
し
活
動
の
内
容
を
み
る
と
、

三
十
代
四
十
代
の
営
農
ク
ラ
ブ
で
あ

り
な
が
ら
、
栽
培
技
術
の
試
験
展
示

圃
的
な
域
を
出
て
い
な
い
状
態
で
あ

る
。
も
っ
と
経
営
面
か
ら
考
え
た
、

総
合
的
な
ブ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
何
故
や

れ
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
水
稲
、

畑
作
、
円
芸
、
畜
産
等
農
業
経
営
全

般
か
ら
「
わ
が
家
の
農
業
改
良
計
固
」

と
販
り
組
み
、
課
題
、
現
状
、
問
題

点
、
対
策
を
た
て
、
年
次
計
圃
に
よ

り
目
標
を
達
成
出
来
る
計
画
を
ク
ラ

ブ
員
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
つ
く
ろ

う
で
は
な
い
か
プ
ロ
ジ
ヱ
ク
ト
は
固

定
的
な
も
の
で
は
な
い
。
四
H
ク
ラ

ブ
青
農
ク
ラ
ブ
も
段
階
を
経
な
が
ら

初
歩
的
な
も
の
か
ら
上
級
の
も
の
へ

年
女
発
展
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
ク
ラ
ブ
は
課
題
解
決
グ
ル
ー
プ
と

い
わ
れ
、
活
動
の
中
心
は
ブ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
活
動
で
あ
る
こ
と
は
皆
さ
ん
の

よ
く
知
つ
て
い
る
事
で
あ
る
。

　
課
題
（
問
題
意
識
）
は
、
農
藁
の

牛
産
や
社
会
全
般
に
つ
い
て
の
、
す

じ
道
の
と
お
っ
た
学
習
の
中
か
ら
生

れ
る
。
課
題
を
頭
の
中
だ
け
で
な
く

切
実
な
も
の
と
し
て
、
計
画
し
塞
行

す
る
に
は
（
ブ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
見
る

（
見
学
）
聞
く
（
講
習
）
話
し
合
う

（
集
会
）
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
ク
．
フ
ブ
で
は
見
学
、
講
習
、
集
会

は
も
た
れ
て
い
る
が
、
眼
学
問
や
耳

学
問
の
場
合
が
多
く
ブ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

化
さ
れ
て
い
な
い
．
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農業経営シリーズ（1）

、
‘
鷲

　
私
達
農
藁
改
良
普
及
員

が
こ
の
冬
部
落
座
談
会
や

公
民
舘
の
会
合
に
集
ま
っ

た
農
家
の
八
達
か
ら
「
一

体
農
業
基
本
法
の
内
容
は

ど
ん
な
こ
と
だ
ろ
う
か
」

「
基
瓜
法
が
出
れ
ば
、
農

藁
は
よ
く
な
る
の
だ
ろ
う

か
」
と
盛
ん
に
質
問
を
受

け
ま
し
た
。
本
当
に
農
家

に
と
っ
て
は
大
き
な
関
心

の
ま
と
で
す
。
こ
の
法
案
は
政
府
案

と
と
も
に
社
会
党
、
民
社
党
案
も
出

て
い
ま
す
の
で
、
い
ろ
く
論
議
が

つ
く
さ
れ
て
よ
り
よ
い
も
の
が
出
来

る
訳
盃
す
が
、
履
業
経
営
を
行
う
上

に
大
切
な
問
題
で
す
か
ら
、
基
広
法

の
ね
ら
い
に
つ
い
て
の
ぺ
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

盟
農
政
が
大
き
く
変
り
つ
＼
あ
る
H

　
い
ま
ま
で
の
農
政
は
「
農
業
政
策
」

で
あ
う
て
も
、
「
鳥
藁
を
営
む
人
」

に
対
す
る
政
策
で
は
な
か
っ
た
の
で

す
。
農
政
の
目
標
は
「
米
菱
」
な
ど

を
中
心
と
す
る
「
物
量
」
の
増
産
に

お
か
れ
、
こ
れ
を
ヰ
産
す
る
経
営
者

は
部
落
と
か
農
家
の
中
に
沙
却
さ
れ

て
、
農
業
経
営
者
に
対
す
る
農
政
は

い
ま
ま
で
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
て
い
た

の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
「
経
営
者
」
を
前
面

に
お
し
出
す
、
個
八
主
義
的
合
理
主

義
に
つ
ら
ぬ
か
れ
た
政
策
で
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
農
業

基
本
問
題
調
査
会
の
基
本
法
の
方
向

す
け
を
行
う
理
念
だ
っ
た
の
で
す
。

　
「
基
本
法
」
案
に
も
ら
れ
た
内
容

は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

閥
「
牛
活
水
準
」
の
均
衡
を
は
か
る
H

　
基
本
法
の
根
本
の
目
的
は
、
商
工

業
に
比
べ
て
非
常
に
低
い
。
農
業
の

生
産
性
を
他
産
藁
な
み
に
引
上
げ
る

と
と
も
に
、
農
業
に
従
事
し
て
い
る

人
達
の
生
活
水
準
も
引
上
げ
て
、
他

産
業
な
み
の
牛
活
を
営
め
る
よ
う
に

し
よ
う
と
し
て
い
る

の
で
す
。
そ
の

他
産
業
並
み
の
生
活
水
準
と
は
、
そ

の
土
地
に
住
む
勤
労
者
（
サ
ラ
リ
i

農
業
基
本
法
は
な
ぜ

つ
く
ら
れ
る
の
か

マ
ン
）
程
度
の
生
活
を
指
し
て
い
る

よ
う
で
す
。

　
農
業
生
産
（
所
得
）
を
高

　
め
る
た
め
の
施
策

　
基
本
法
（
案
）
に
は
次
の
項
目
が

並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
選
択
的
に
牛
産
の
拡
大
を
は
か
る

と
い
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ま
ま
で
の

よ
う
に
何
で
も
よ
い
か
ら
増
産
を
奨

励
す
る
と
い
う
や
り
方
で
な
く
、
需

要
の
増
加
の
多
い
畜
産
物
や
果
樹
な

ど
の
増
産
を
は
か
り
、
需
要
の
少
い

作
物
は
他
に
転
換
さ
せ
た
り
、
貿
易

の
自
由
化
に
そ
な
え
て
外
国
の
農
産

物
と
競
合
す
る
よ
う
な
も
の
は
牛
産

を
合
理
化
し
て
、
転
換
や
牛
産
性
を

向
上
し
よ
う
と
す
る
施
策
を
と
ろ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

②
単
位
当
り
の
収
量
を
増
大
す
る
と

共
に
、
隼
産
費
の
引
下
げ
を
は
か
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
低
い
農
業
の
牛
産

惟
を
引
上
げ
る
た
め
、
土
地
や
水
利

の
有
勘
な
利
用
、
開
発
を
は
か
る
と

と
と
も
に
、
農
業
技
術
の
高
度
化
を

は
か
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
ま
す
。

③
農
藁
構
造
の
改
善
を
は
か
る
こ
と

で
、
農
地
保
有
の
合
理
化
、
経
営
規

模
の
拡
大
、
分
散
農
地
の
集
団
化
な

ど
を
土
台
と
し
て
、
農
業
経
営
の
近

代
化
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
闇
題
の
経
営
規
模
で
す
が
、
自
立

農
家
二
～
三
八
の
労
働
力
で
、
一
・

五
⑫
～
一
一
診

年
粗
収
入
一

〇
〇
万
円
、

純
収
入
山
ハ
O

　
　
が
ヨ
ぼ
　

の
よ
暮
す
概

自
立
経
営
所

の
出
来
な
い
　
当

農
雰
に
は
炉

「
肇
化
（
共
者

　
　
　
　
　
　
労

同
化
）
」
を
勤

　
　
　
　
　
市

す
＼
め
て
共
都

同
作
業
、
共
景

　
　
　
　
　
胴

同
施
設
の
利

用
、
年
産
部
当

　
　
　
　
　
　
リ
ホ

門
の
一
部
叉
別

は
全
部
を
共
農

　
　
　
　
　
別

同
で
や
ら
せ
層

　
　
　
　
　
階

よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

④
価
格
や
販

引
方
法
を
安
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
万
　
6
0

宗
す
る
た
め

に
、
農
産
加
工
の
拡
充
、
流
通
方

法
の
合
理
化
、
価
格
の
安
定
（
畜
産

物
安
定
事
業
団
）
な
ど
の
方
法
を
と

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
他
産
業
に
ゆ
く
人
六
が

多
く
な
れ
ば
、
農
業
経
営
を
担
当

す
る
人
材
が
不
足
す
る
の
で
、
そ
の

確
保
の
万
法
や
、
他
産
藁
へ
の
就
職

や
転
職
す
る
人
六
に
は
適
当
な
職
榮

を
あ
た
え
る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
っ

て
い
ま
す
し
、
農
業
従
事
者
の
福
祉

向
上
の
た
め
、
牛
活
環
境
の
整
備
や

生
活
改
善
、
婦
人
労
働
の
合
理
化
を

朋
　
胴
胴

万円

Il 騒一灘馨｝ 農家所得
59．1

52．1

46．2

q　　O　　一　　噌　　一　　一　　〇　　●　　●　　●　　●　　一　　〇　　〇　　餌　　噂　　一　　一　　り　　ー　　．　　・　　〇　　一　　一　　一　　一　一　　一 輔　　　一 一　　一 一一一r大都市43，3

’
7

『3 。”甲甲一全都市39。1
麟　一　曹　一　一　一　　一　。　一　一．　。　曹　．　◎　．』　＿　一　＿　卿　＿ 哨

3
8
．0 一”一中都市37，6

33．6
小者肺33，3

28．7
29．8 30．5

燃 28．0

17．5 18．9

撚
8．8

5．1

円

　
　
　
ハ
V
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

も
は
か
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
施
策
の
義
務
づ
け

　
と
こ
ろ
で
、
基
本
法
に
も
ら
れ
た

諸
施
策
が
、
カ
ラ
念
仏
に
終
っ
て
し

ま
っ
て
は
大
変
で
す
。
そ
の
実
行
に

政
府
が
責
任
を
も
つ
よ
う
に
次
の
よ

う
な
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

　
ま
す
、
政
府
は
毎
琿
国
会
に
農
業

の
動
向
や
政
府
の
と
っ
か
施
策
に
つ

い
て
報
告
曾
を
出
す
こ
と
、
ご
れ
に

は
農
業
の
牛
産
性
と
農
業
従
事
者
の

牛
活
水
準
に
つ
い
て
、
政
府
の
考
え

力
を
含
む
こ
と
、
こ
の
報
告
と
と
も

　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

に
次
の
年
度
に
と
ろ
う
と
し
て
い
る

施
賢
を
明
ら
か
に
し
必
要
な
予
算
を

確
保
し
た
り
、
円
滑
な
金
融
を
、
措
置

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
基
本
法
と
農
業
経
営

　
農
業
経
営
は
何
の
た
め
に
行
な
わ

れ
て
い
る
の
で
し
よ
う
か
。
以
前
は

国
の
た
の
の
食
糧
増
産
と
い
う
面
で

経
営
と
い
う
面
は
あ
ま
り
考
え
ら
れ

な
い
で
農
業
鹿
．
や
っ
て
来
た
様
な
感

じ
が
致
し
ま
す
。
し
か
し
よ
く
考
え

て
見
ま
す
と
、
自
分
や
家
族
の
生
活

平
　
　
均

2．0
ゐα

以

L

や
智

や
砦

50
α

　～

1んα

30
～

50
α

30
ロ

未
満

　
10
　
　
　
　
　
　
万

の
た
め
に
、
曝
、
業
と
い
う
職
藁
を
や

っ
て
い
る
は
す
で
す
。
よ
り
よ
い
生

活
を
営
む
た
め
に
は
、
農
藁
と
い
う

企
業
を
、
も
う
か
る
方
同
に
も
っ
て

ゆ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
基
本
法
制

定
の
ね
ら
い
は
こ
＼
に
あ
る
訳
で
。
す

か
ら
法
制
定
と
と
も
に
、
経
営
の
方

向
を
は
伊
ノ
き
り
し
、
基
本
法
を
生
か

し
た
農
業
経
営
に
進
む
こ
と
が
、
近

代
的
農
民
の
大
き
な
役
割
で
は
な
い

で
し
よ
う
か
。

（
次
回
は
十
自
町
市
農
藁
の
現
状
と

　
問
題
点
）
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＝
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．
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．
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♂
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飼
料
作
物
の
栽
培

　
　
　
　
　
　
こ
れ
か
ら
の
要
点

　
暑
消
え
か
ら
す
ぐ
栽
培
に
入
る
飼

料
作
物
に
つ
い
て
要
点
を
考
え
て
み

る
．一

、
と
う
も
ろ
こ
し

豚
と
に
わ
と
り
に
は
実
飯
を
、
牛

に
は
青
刈
り
と
し
て
、
牛
産
刀
が
高

い
の
で
か
な
ら
す
つ
く
ら
な
く
て
は

な
ら
な
い
作
物
．
栽
培
要
点
は

　
0
適
期
に
ま
き
つ
け
る

②
施
肥
を
う
ま
く

　
0
倒
さ
な
い

　
④
ひ
で
り
を
防
ぐ

な
ど
に
お
く
と
よ
い
。
こ
の
た
め
品

種
は
一
代
雑
種
を
え
ら
び
、
毎
年
新

し
い
種
を
購
入
し
て
い
く
と
よ
い
。

実
取
り
品
種
は
長
変
二
〇
二
号
、
交

二
号
が
よ
い
が
、
山
地
と
か
、
や
せ

地
空
は
比
較
的
交
二
号
の
方
が
と
れ

る
の
で
そ
ち
ら
を
え
ら
ん
だ
が
よ

い
。
飼
料
用
で
は
、
長
交
一
六
一
号

交
一
号
が
え
ら
ば
れ
る
。
や
せ
地
は

長
交
一
六
一
号
が
よ
い
。

　
播
種
期
は
五
月
上
旬
か
ら
お
そ
く

も
六
月
上
旬
ま
で
に
は
す
ま
せ
た
い

も
の
。
た
だ
し
青
刈
用
で
年
数
回
播

種
す
る
揚
合
は
異
な
る
。

　
肥
料
は
、
充
分
必
要
と
す
る
が
、

深
耕
、
堆
肥
の
多
給
を
基
礎
に
し
て

行
え
ば
多
収
穫
で
き
る
。
実
販
り
の

と
き
は
、
と
く
に
幼
穂
形
成
期
（
本

葉
十
～
十
一
枚
頃
）
に
窒
累
欠
乏
の

肥料名
実取り 青刈り

元肥追肥 計 元肥追肥計

　肥
嘔安

’燐

　加
石　灰

150

2
3
1
．
5
7
．
5

2

1504

　3

1．5

7．5

150

2
2
　
1
7．5

2

150

4
2
　
1
7
．
5

お
き
な
い
よ
う
追
肥
す
る
。
ア
ー
ル

当
り
施
肥
例
は
圭
記
の
よ
う
で
あ
る

播
種
量
は
実
販
り
で
一
五
〇
‘
二
〇

〇
咳
、
畦
巾
一
厨
の
株
間
三
〇
～
四

〇
移
、
一
粒
ま
き
、
青
刈
は
株
間
二

五
～
三
〇
移
と
し
て
点
播
で
は
二
〇

〇
～
二
五
〇
解
、
ば
ら
撒
き
で
は
八

O
O
ぜ
一
、
O
O
O
望
と
す
る
が
六

月
下
旬
以
降
に
な
っ
た
ら
二
～
三
本

立
に
す
る
か
条
ま
き
に
し
て
株
数
を

ふ
や
す
と
多
収
穫
で
き
る
。
発
芽
初

め
か
ら
牛
育
初
期
の
ハ
リ
ガ
ネ
ム
シ

に
は
ア
ル
ド
リ
ン
、
ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ

に
は
B
H
C
か
E
P
N
が
よ
い
。

　
収
穫
は
青
刈
り
で
は
雄
穂
抽
出
期

が
収
量
多
く
、
家
畜
の
嗜
好
も
よ
い

が
、
以
後
茎
が
硬
化
し
て
喰
い
残
し

が
多
く
な
る
。
エ
ン
シ
レ
ー
ジ
に
す

る
と
き
は
糊
熟
期
に
収
穫
す
る
と
よ

い
◎

二
、
テ
オ
シ
ン
ト

青
刈
り
専
用
の
イ
ネ
科
草
で
あ
る
。

牛
に
給
与
し
て
効
果
が
高
い
。
ご
の

作
物
の
栽
培
法
は
青
刈
り
と
う
も
ろ

こ
し
と
同
じ
で
よ
い
が
、
特
性
上
播

種
時
期
は
少
し
お
そ
目
が
よ
く
、
一

〇
日
位
お
く
れ
た
五
月
中
旬
か
ら
六

月
下
旬
と
す
る
。
初
期
生
育
が
わ
る

い
の
で
、
と
く
に
虫
害
、
皐
害
に
注

意
す
る
。
畦
巾
一
麿
株
間
二
五
～
三

〇
移
に
二
条
千
鳥
の
二
～
三
粒
ま
き

と
し
種
子
所
要
量
は
一
五
〇
～
二
〇

〇
屡
看
あ
る
。

　
塚
畜
へ
の
利
用
上
の
特
性
と
し
て

一
面
刈
り
が
で
き
る
こ
と
、
と
う
も

ろ
こ
し
よ
り
給
与
期
間
が
長
い
こ
と

な
ど
が
上
げ
ら
れ
る
。

三
、
ヵ
ウ
ピ
ー

県
の
農
試
で
選
抜
し
た
「
サ
ン
マ
ー

ク
イ
ン
」
と
い
う
品
種
は
、
耐
皐
性

が
つ
よ
く
、
多
収
で
、
お
そ
ま
き
し

て
も
収
量
が
高
く
、
利
用
期
間
が
長

い
優
良
品
種
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

青
刈
り
と
う
も
ろ
こ
し
な
ど
の
間
に

ま
き
つ
け
て
よ
く
、
マ
メ
科
つ
る
性

の
飼
料
作
物
と
し
て
タ
ン
臼
質
に
と

み
、
今
後
青
刈
り
大
豆
に
か
わ
り
そ

う
な
有
望
性
を
も
っ
て
い
る
。

　
畦
巾
一
層
、
播
巾
三
〇
移
に
す
じ

ま
き
し
二
～
三
怨
土
を
か
け
る
。
播

種
期
は
五
月
下
旬
～
六
月
中
旬
が
よ

い
。
早
す
ぎ
な
い
こ
と
が
か
ん
じ
ん

初
期
牛
育
が
わ
る
い
か
ら
気
を
お
と

さ
な
い
で
せ
わ
し
た
方
が
よ
い
．

　
施
肥
例
は
次
表
の
よ
う
だ
。

膿
瓢

　
　
　
　
（
ア
ー
ル
当
り
♂
咳
）

四
、
か
ん
し
ょ

肉
牛
産
を
目
標
に
す
る
塚
畜
に
好
適

し
曖
良
品
の
牛
産
に
か
く
せ
な
い
特

徴
が
あ
る
。
い
も
お
よ
び
茎
葉
ど
も

に
多
収
で
、
環
境
の
変
化
に
鈍
感
．

毎
矩
多
収
穫
で
き
る
品
種
が
よ
い
。

昨
年
か
ら
十
日
町
に
も
普
及
さ
れ
て

い
る
、
か
ん
し
ょ
「
検
定
五
十
四

号
」
は
多
収
性
が
著
し
く
高
い
の
で

栽
培
者
の
間
で
好
評
で
あ
る
。

　
ご
の
品
種
の
特
微
は
萌
芽
、
芽
の

伸
び
と
も
に
良
く
、
堀
販
り
も
か
な

り
容
易
で
、
藷
の
形
は
肩
の
張
っ
た

紡
す
い
形
を
し
て
お
り
著
る
し
く
大

形
と
な
る
。
藷
の
倒
は
浴
黄
褐
色
で

肉
色
は
黄
臼
餉
に
な
る
。
食
味
は
下

で
飼
料
専
用
で
あ
る
。
女
水
分
が
多

い
の
で
貯
蔵
に
は
注
意
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
多
少
定
植
期
が
お
く
れ

て
も
収
量
が
あ
ま
り
下
ら
な
い
特
質

を
も
っ
て
い
る
が
、
苗
は
、
太
く
て

節
間
が
つ
ま
り
、
長
さ
の
割
合
い
に

節
数
の
多
い
も
の
ほ
ど
収
量
が
高
い

か
ら
、
育
苗
に
は
気
を
つ
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ま
た
種
藷
の
確
保
が

重
、
塑
課
題
で
あ
る
か
ら
農
協
ご
と
に

採
苗
者
を
指
定
し
、
計
圃
的
に
大
量

牛
産
し
た
ほ
う
が
よ
い
．
な
お
越
冬

飼
料
作
物
の
管
理
を
つ
け
加
え
て
お

く
。
　
①
雪
消
え
間
ぎ
わ
の
停
滞
水
を
よ

く
排
除
す
る
ご
と

②
窒
素
の
追
肥
は
お
く
れ
な
い
よ

う
に
や
る
乙
と
。

③
ラ
イ
麦
の
被
害
は
も
っ
と
も
多

い
と
思
わ
れ
る
が
少
し
で
も
残
っ

て
い
れ
ぱ
回
復
を
早
め
る
よ
う
心

配
し
な
い
で
追
肥
し
て
み
る
と
、
次

の
よ
う
な
追
肥
は
越
冬
作
物
に
や

る
と
よ
い
。

な
る
。
リ
ン
サ
ン
は
軍
均
に
わ
す
か

す
つ
吸
わ
れ
る
。
藤
井
博
土
の
調
査

し
た
計
算
廼
は
チ
ッ
ソ
六
貫
、
リ
ン

サ
ン
一
・
四
貫
、
カ
リ
五
貫
と
さ
れ

て
い
る
。

◎
県
の
価
肥
基
準

硫安追加肥量アール当㌔㌘
春の二回目消雪してすぐ作物名

2㌔

3㌔

4㌔

3㌔

5㌔

0㌔

実取大ムギ

青刈ムギ

イタリアン

青刈なたね

④
レ
ン
ゲ
、
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ

ラ
ス
は
五
～
六
月
の
乾
燥
期
に
潅

水
し
て
や
る
と
収
量
が
高
ま
る
か

ら
乾
魑
の
と
き
は
や
っ
て
み
る
。

堆
肥
石
灰

チ
ッ
ソ

リ
ン
サ
ン

カ
リ

・
0
0
…
I
i

そ
菜
畑
の
準
備
と
管
理

　
一
、
ト
マ
ト
畑
の
準
備

　
畑
は
休
栽
年
限
を
守
り
（
四
～
五

年
）
耕
起
、
元
肥
入
れ
は
深
目
に
し

て
根
の
伸
び
る
範
囲
を
広
く
す
る
。

前
作
の
残
物
を
整
理
し
て
石
灰
を
反

当
り
一
五
貫
位
ま
い
て
す
き
起
し
更

に
石
灰
を
一
五
貫
ま
い
て
整
地
す

る
。
肥
料
の
吸
い
方
は
ど
の
位
い
施

す
か
は
品
種
、
十
質
、
前
作
と
の
関

係
等
一
様
で
な
い
が
吸
収
量
か
ら
見

る
と
チ
ッ
ソ
は
初
め
か
ら
多
く
吸
い

後
期
は
や
や
に
ぶ
る
。
リ
ン
サ
ン
は

変
化
が
少
く
、
カ
リ
は
初
期
に
は
少

い
が
果
実
の
太
る
こ
ろ
か
ら
多
く
な

り
全
体
量
も
多
い
の
で
カ
リ
は
重
要

な
こ
と
に
な
る
。

◎
県
の
基
準
施
肥
設
計
で
は

　
堆
肥
　
　
　
て
五
〇
〇
キ
ロ

　
石
灰
　
　
　
　
一
一
〇
キ
・

浅
く
広
く
根
は
伸
ぴ
大
部
分
地
表
か

ら
五
寸
ぐ
ら
い
で
横
に
ひ
ろ
が
り
若

午
の
根
が
深
く
入
る
。
浅
根
だ
か
ら

深
耕
し
な
く
と
も
よ
い
よ
う
だ
が
や

は
り
土
中
に
空
気
を
入
れ
根
の
発
達

を
よ
く
す
る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
か

ら
深
く
耕
し
た
方
が
よ
い
。
畑
は
早

く
か
ら
耕
し
て
お
い
て
苗
を
植
え
る

ま
で
の
日
数
が
長
い
ほ
ど
ナ
ス
作
り

は
う
ま
く
行
く
、
荒
お
こ
し
の
と
き

石
灰
を
二
〇
貫
～
三
〇
貫
入
れ
て
お

く
、
と
く
に
石
灰
チ
ッ
ソ
は
ナ
ス
の

場
合
効
果
が
出
る
の
で
屋
く
か
ら
や

っ
て
畑
を
耕
起
し
て
お
く
こ
と
が
よ

い
。

　
肥
料
の
う
ち
で
は
チ
ッ
ソ
が
も
っ

と
も
大
切
で
チ
ッ
ソ
成
分
の
量
に
ナ

ス
栽
培
は
麦
配
さ
れ
る
と
ま
で
言
わ

れ
て
い
る
。
チ
ッ
ソ
は
初
期
か
ら
吸

わ
れ
次
第
に
少
く
な
る
が
カ
リ
は
木

の
育
ち
と
平
行
し
て
吸
う
量
も
多
く

一
、
九
〇
〇
キ
ロ

　
　
七
五
キ
ロ

　
　
一
一
五
キ
ロ

　
　
　
一
一
一
キ
ロ

　
　
一
一
一
キ
ロ

　
チ
ッ
ソ
（
成
分
）
　
一
ニ
キ
ロ

リ
ン
サ
ン
　
　
　
　
一
五
キ
ロ

カ
リ
　
　
　
　
　
一
九
キ
ロ

追
肥
四
回

　
一
回
目
麗
六
月
上
旬
、
二
回
目
旺

三
回
目
旺
七
月
中
旬

　
四
回
目
”
八
月
上
旬

元
肥
の
や
り
万
は
い
ろ
い
ろ
あ
る

が
ト
マ
ト
の
根
は
好
気
性
で
あ
る
の

で
土
壌
を
ぼ
う
な
ん
に
し
て
肥
料
の

吸
収
力
を
高
め
る
た
め
深
目
に
施
し

て
根
を
深
く
の
ば
す
よ
う
に
す
る
。

深
い
根
は
二
泌
も
は
い
る
深
く
は
い

る
こ
と
は
乾
燥
に
も
強
く
な
り
草
勢

が
弱
ら
な
い
畦
巾
そ
の
他
の
耕
程
は

農
家
便
覧
を
見
る
と
よ
い
。

　
二
、
ナ
ス
畑
の
準
備

　
ナ
ス
の
根
は
太
い
根
が
数
本
あ
っ

て
あ
と
は
た
く
さ
ん
の
細
根
で
あ
る

　
　
迫
肥
は
四
回

近
頃
早
出
し
を
考
え
る
人
も
多
く

な
っ
た
が
ナ
ス
は
低
温
や
霜
に
非
常

に
弱
い
。
も
と
も
と
ナ
ス
の
根
は
一

七
～
一
八
度
以
上
で
な
け
れ
ば
伸
び

が
悪
い
も
の
廼
あ
る
か
ら
、
気
象
条

件
を
よ
く
考
え
て
植
え
る
よ
う
に
す

る
。
無
風
の
曇
天
が
一
番
よ
い
が
晴

天
で
も
よ
い
。
苗
が
よ
け
れ
ば
し
か

し
雨
上
り
で
畑
の
水
分
が
多
い
と
き

は
植
え
る
の
を
ま
っ
た
方
が
よ
い
。

こ
れ
は
土
が
し
ま
っ
て
根
の
伸
び
が

悪
く
な
る
か
ら
だ
。

　
三
、
キ
ュ
ウ
リ
本
畑

　
キ
ュ
ウ
リ
の
植
え
つ
け
に
向
く
温

度
は
平
均
一
六
度
低
く
て
も
一
〇
度

を
下
っ
て
は
な
ら
な
い
、
ビ
ニ
ー
ル

ト
ン
ネ
ル
栽
培
や
特
別
の
や
り
方
を

し
な
い
限
り
こ
の
地
方
で
は
早
い
年

で
五
月
中
旬
に
な
ら
な
い
と
安
全
と

は
い
え
な
い
。
キ
ュ
ウ
リ
は
こ
や
し

の
多
い
ほ
ど
多
く
と
れ
る
作
物
だ
が

永
年
の
野
菜
作
り
で
毎
年
女
女
多
肥

し
て
行
く
と
土
壌
の
悪
化
や
ネ
マ
ト

ー
ダ
等
の
防
除
を
完
全
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
．
植
え
だ
し
の
一
ヵ
月

前
か
ら
よ
く
耕
し
て
お
き
石
灰
チ
ッ

ソ
を
畑
全
体
に
す
き
こ
む
植
え
る
一

〇
日
前
に
基
肥
を
や
る
よ
う
に
す
る

　
◎
県
の
施
肥
基
準

　
堆
肥
　
　
　
『
九
〇
〇
キ
ロ

石
灰

チ
ッ
ソ

リ
ン
サ
ン

カ
リ

七
五
キ
ロ

一
一
一
一
一
キ
ロ

一
七
キ
ロ

一
九
キ
ロ

迫
肥
三
回
余
蒔
キ
ュ
ウ
リ
の
場

　
　
合
は
こ
れ
と
は
別
で
あ
る
。

以
上
代
表
的
果
菜
類
に
つ
い
て
記

し
た
が
こ
れ
か
ら
の
食
生
活
の
変
化

に
と
も
な
い
市
内
に
約
四
～
五
誹
の

入
荷
が
あ
る
ビ
・
－
マ
ン
の
栽
培
の
あ

ら
ま
し
を
最
後
に
参
考
に
し
て
お
く

　
四
、
ビ
ー
マ
ン
栽
培
概
要

　
発
芽
温
度
は
三
二
度
以
上
で
．
約
五

日
、
二
七
度
で
は
一
二
日
、
一
六
度

で
は
二
〇
日
も
か
か
る
。

生
育
温
度

　
熱
帯
性
の
も
の
で
あ
る
か
ら
高
温

の
方
が
よ
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
や
す

い
が
適
当
な
生
育
に
は
二
一
～
二
七

度
付
近
が
よ
い
、
高
温
に
し
す
ぎ
る

と
結
実
数
が
悪
く
な
る
。

　
土
地
条
件

　
ナ
ス
と
同
様
長
い
間
結
実
を
続
け

る
も
の
で
あ
る
か
ら
土
壌
は
肥
沃
で

保
湿
条
件
の
よ
い
や
や
粘
質
が
か
っ

た
と
ご
ろ
が
よ
く
あ
ま
り
乾
燥
し
な

い
と
こ
ろ
が
よ
い
．
排
水
さ
え
よ
け

れ
ば
が
な
り
土
壌
に
し
め
り
け
を
も

っ
て
い
る
事
が
牛
育
結
果
に
よ
い
．

　
・
郎
種

　
ア
ー
リ
ジ
ヤ
イ
ア
ン
ト
（
阜
生
）

早
生
で
果
実
大
き
く
長
さ
四
寸
以
上

欄
径
三
寸
ぐ
ら
い
に
な
る
。

　
ル
ビ
ー
キ
ン
グ
（
中
生
）

　
ブ
ル
・
ノ
ー
ス
（
中
生
）

前
者
は
古
く
か
ら
あ
る
代
表
的
品
種

で
生
産
力
も
高
い
後
者
は
家
庭
用
に

多
く
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

　
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
ヂ
ャ
イ
ア
ン
ト

　
　
（
晩
牛
）

果
実
大
き
く
肉
厚
く
形
は
あ
ま
り
よ

く
な
い
が
牛
産
力
も
高
く
作
り
易
い

　
カ
リ
ホ
ル
ニ
ア
・
ワ
ン
ダ
ー
（
晩

　
生
）

最
も
代
表
的
な
も
の
で
果
実
は
短
大

で
四
寸
ぐ
ら
い
牛
産
力
は
普
通
で
あ

る
。
こ
の
ほ
か
蒲
原
の
平
地
で
は
緑

光
昆
・
生
、
高
倉
早
牛
簿
が
多
く
作
ら

れ
て
い
る
。

　
肥
料

　
一
般
に
ナ
ス
同
様
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
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進

む
事
務
の
機
械
化

ス
ビ
ー
デ
イ
な
サ
ー
ビ
ス

十
日
町
市
で
は
一
咋
年
八
日
窓
口

事
務
を
中
心
と
す
る
新
機
構
に
よ
る

事
務
組
織
で
市
民
課
を
．
新
設
し
、
市

民
の
皆
さ
ま
か
ら
親
し
め
る
市
役
所

と
し
て
出
発
い
た
し
ま
し
た
が
そ
の

後
も
事
務
の
改
善
と
機
械
化
合
理
化

に
よ
る
能
率
向
上
を
期
し
て
順
次
事

務
の
近
代
化
を
推
進
し
て
お
り
ま
す

事
務
の
近
代
化
を
進
め
る
も
の
に
は

何
と
い
っ
て
も
機
械
の
力
で
ご
ざ
い

ま
し
て
現
任
皆
さ
ま
が
市
役
所
に
お

出
に
な
っ
て
色
汝
変
っ
た
諸
機
械
が

事
務
室
に
あ
る
の
に
お
気
づ
き
の
こ

と
と
思
い
ま
す
。
市
で
は
こ
の
ほ
ど

昭
和
三
十
五
年
度
施
設
整
備
事
業
と

し
て
国
か
ら
百
万
円
の
補
助
を
得
て

こ
れ
ら
事
務
の
機
薇
化
を
は
か
り
ま

し
た
。

　
ま
す
窓
口
學
務
の
総
合
に
よ
る
帳

票
カ
ー
ド
化
に
よ
り
ビ
ジ
ブ
ル
レ
コ

ー
ダ
ー
を
設
備
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

従
来
の
台
帳
を
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
に

変
え
て
事
務
処
理
の
ス
ビ
ー
ド
ア
ッ

ブ
を
は
か
る
も
の
で
す
。

　
つ
ぎ
に
交
書
串
務
の
能
率
化
を
は

か
る
た
め
交
書
保
管
、
管
理
の
集
中

化
を
目
的
と
す
る
フ
ァ
イ
リ
ン
グ

ビ
ネ
ッ
ト
で
す
。
こ
れ
は
今
後
一
切

の
交
書
を
分
類
表
に
よ
っ
て
整
理
し

こ
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
交
書
担
当
課

で
体
系
的
に
保
管
さ
れ
ま
す
の
で
交

書
管
理
が
極
め
て
ス
ム
ー
ズ
に
な
る

わ
け
で
す
。
ま
た
こ
れ
と
併
行
し
て

交
書
の
印
刷
浄
書
事
務
の
集
中
化
に

よ
り
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
並
び
に
電
動

謄
写
機
を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
ま
し
て
職
員
各
自
の
交
害
印
刷

の
孚
間
が
は
ぷ
け
て
仕
事
の
時
間
が

増
す
わ
け
で
す
．
こ
の
ほ
か
計
算
事

務
の
集
中
化
を
か
る
た
め
加
算
機
連

へ

動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
入
れ
ま
し
た

が
こ
れ
は
市
税
．
国
保
、
給
与
な
ど

の
計
算
事
務
に
今
後
大
い
に
役
立
う

も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
機
械
化
で
出
来
る

仕
箏
は
ど
ん
く
機
械
化
し
て
ス
ビ

ー
デ
ー
な
サ
ー
ビ
ス
ヘ
努
め
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

電動謄写機

旧
軍
人
恩
給
の
加
算

　
こ
の
こ
と
は
す
で
に
新
聞
、
ラ
ジ

オ
等
で
報
導
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
未

だ
福
祉
事
務
所
に
問
合
わ
せ
が
多
数

ご
ざ
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
致
し
ま

す
。
0
昭
和
三
十
六
年
度
の
国
家
予
算
で

は
三
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
普
通
恩

給
受
給
極
者
の
遺
旅
（
復
員
後
一
般

の
病
没
、
事
故
に
よ
る
死
亡
者
の
遺

族
）
に
普
通
扶
助
料
を
麦
給
す
る
と

い
う
こ
と
。

②
生
存
し
て
い
る
旧
軍
人
に
つ
い
て

は
す
で
に
既
保
権
者
と
し
て
受
給
し

て
い
る
者
に
は
該
当
し
な
い
の
で

す
。
そ
れ
以
外
の
人
で
永
い
間
外
地

に
抑
留
さ
れ
復
員
が
お
く
れ
た
為
、

終
戦
前
恩
給
の
請
求
が
で
き
な
か
っ

た
も
の
に
対
し
て
既
裁
定
者
と
同
様

な
方
法
で
加
算
を
認
め
恩
給
を
麦
給

し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

①
加
算
に
関
す
る
予
算
は
国
会
を
通

過
し
た
が
法
律
案
は
三
月
三
自
国
会

に
提
出
さ
れ
た
ば
か
り
で
ど
ん
な
内

容
で
あ
る
か
と
い
う
事
は
申
し
あ
げ

ら
れ
ま
せ
ん
が
、
法
律
が
公
布
さ
れ

る
と
必
然
的
に
こ
の
裏
務
が
行
わ
れ

る
事
と
な
り
ま
す
。
そ
の
資
料
は
市

役
所
に
な
く
該
当
予
定
者
が
各
自
で

県
世
話
課
に
行
き
調
べ
て
も
ら
い
、

法
律
が
通
っ
た
ら
申
請
書
を
書
き
県

世
話
課
に
提
出
す
る
事
が
た
て
ま
い

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
該
当
予
定
者
の
方
々
が

不
便
な
の
で
今
か
ら
十
日
町
而
の
旧

軍
八
恩
給
連
盟
の
方
汝
が
主
体
と
な

っ
て
有
資
格
者
の
掌
握
及
ぴ
資
料
の

集
収
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。
社
会

福
祉
學
務
所
と
致
し
ま
し
て
も
資
料

集
収
に
つ
い
て
は
同
連
盟
と
協
力
し

て
事
前
に
そ
の
受
入
体
制
を
整
え
て

お
き
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
万
は
同
事
務
所
反
は

軍
八
恩
給
連
盟
の
役
員
に
申
し
出
て

下
さ
い
。
軍
歴
の
調
査
は
な
か
く

困
難
な
仕
串
で
県
下
約
葦
万
人
の
該

当
予
定
者
が
有
り
ま
す
が
な
る
べ
く

早
い
方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
．
尚
参

考
に
従
前
の
加
算
の
内
容
に
つ
い
て

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

辮
回

気
候
の
定
ま
ら
な
か
っ
た
四
月

　
く
ら
べ
る
と
、
五
月
は
よ
い

　
が
つ
づ
き
、
新
緑
は
い
っ
そ

　
く
な
っ
て
き
ま
す
。
月
は
．

　
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ウ
イ
ー
ク

　
し
ん
だ
あ
と
は
、
ビ
ク
ニ
ッ

用
品
や
五
月
人
形
の
あ
と
始
末

手
早
く
、
そ
し
て
暖
か
さ
と
と

　
脱
ぎ
す
て
た
衣
類
の
整
理
が

　
れ
ま
す
。
体
の
動
か
し
や
す
い

　
期
で
、
つ
い
過
労
に
な
り
や

　
の
で
す
が
、
食
べ
物
の
豊
富
さ

　
十
分
に
利
用
な
さ
，
て
下
さ
い

衣
◎
夏
の
衣
類
を
出
し
て
み
る

　
も
阜
く
は
あ
り
ま
せ
ん
．
白

　
の
上
着
の
エ
リ
、
ズ
ボ
ン
の
ヒ

　
あ
て
、
背
広
の
ソ
デ
裏
な
ど

　
べ
木
綿
の
ブ
ラ
ウ
ス
や
ワ
ン
ビ

　
ス
は
ノ
リ
目
を
き
か
せ
て
、
ロ

　
か
ら
で
も
着
ら
れ
る
よ
う
に

　
ま
す
。
な
お
雨
期
に
そ
な
え

て
、
ビ
ニ
ー
ル
の
袋
を
利
用
し
て

さ
ら
に
シ
リ
カ
ゲ
ル
な
ど
の
防

剤
を
封
入
す
れ
ば
完
全
で
す
．

◎
子
供
さ
ん
に
パ
ジ
ャ
マ
を
工

し
て
や
り
ま
し
よ
う
。
も
う
フ

ン
か
ら
乗
り
出
し
て
し
ま
う
こ
と

が
多
い
の
廼
。
ズ
ボ
ン
に
胸
あ
て

を
つ
け
、
上
曽
に
ホ
ッ
ク
で
止
め

る
よ
う
に
し
て
お
け
ば
、
手
足
を

動
か
し
て
も
蟹
心
で
す
．
で
き
れ

ば
、
ズ
ボ
ン
の
万
は
二
枚
つ
く
っ

て
お
く
と
、
汚
れ
た
時
に
は
す

に
か
え
ら
れ
ま
す
．

食
五
月
は
野
菜
、
果
物
、
魚
と

三
拍
子
そ
ろ
っ
て
”
食
べ
も
の
の

月
岬
と
い
っ
て
も
よ
い
く
ら
い
。

す
．
八
百
屋
さ
ん
の
店
頭
は
、
緑

の
色
が
豊
か
に
な
り
、
魚
屋
さ
ん

で
も
目
に
青
葉
の
カ
ッ
オ
を
は
じ

め
と
し
て
、
魚
が
出
そ
る
っ
て

ま
す
．
不
健
康
な
梅
雨
を
前
に
．

行
楽
の
つ
か
れ
を
い
や
す
た
め
に

も
、
豊
冨
な
妥
い
も
の
を
ね
ら
っ

て
，
取
り
合
わ
せ
を
上
手
に
、
・

養
を
つ
け
る
と
き
で
す
．

◎
夏
み
か
ん
は
い
ま
時
を
選
ば

㎜
…
雪
お
れ
の

“
し
な
い
よ

　
昨
年
春
か
ら
の
雪
は
平
場
部
に
於

て
は
七
十
六
年
振
り
と
い
わ
れ
る
豪

雪
で
す
。
こ
の
た
め
各
方
面
に
わ
た

う
て
男
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
が

店
先
に
並
び
ま
す
が
、
酸
の
強

も
の
は
こ
う
す
る
と
子
ど
も
さ

に
も
喜
ば
れ
ま
す
．
ジ
ュ
ー
サ

で
処
理
す
る
の
も
よ
い
で
す
が

な
い
場
合
で
も
き
れ
い
に
ほ
ぐ

砂
紹
を
ふ
り
か
け
て
一
時
間
ほ

た
っ
て
い
た
だ
く
と
、
昧
が
違

た
よ
う
に
お
い
し
く
な
り
ま
す

住
◎
カ
や
ハ
エ
の
発
生
予
防

、
い
ま
が
ヤ
マ
と
な
り
ま
す
．

虫
剤
を
混
同
し
て
い
る
向
き
も

る
よ
う
で
す
が
、
ゴ
ミ
箱
や
下
水

な
ど
に
は
殺
虫
剤
を
加
え
て
散
布

す
る
の
は
有
効
で
す
．
分
量
は

虫
剤
は
に
お
い
が
強
い
か
ら
効

と
は
限
り
ま
せ
ん
女
消
毒
剤
と

虫
剤
な
ら
三
％
ぐ
ら
い
ク
レ
ソ

ル
石
け
ん
液
を
加
え
て
混
合
し

す
。
◎
春
の
花
は
盛
り
で
す
．
た
と

一
輪
ざ
し
で
も
、
切
り
口
を
焼

と
か
・
た
た
く
と
か
面
倒
を
み

あ
げ
ま
し
よ
う
．
す
い
分
、
も

が
違
う
も
の
で
す
。
こ
の
あ
と

バ
ケ
ッ
に
た
っ
ぷ
り
の
水
に
一

三
十
分
つ
け
て
か
ら
生
け
れ
ば

お
結
構
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ナ
損
傷
木
を
放
　
中
で
増
殖
し
、
や
が
て
健
全
な
木
に

木
は
放
置

働
，

な
か
で
も
農
林
業
の
雲
害
は
甚
大
な

も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
．
こ
れ
か
ら

の
被
害
は
雪
ど
け
と
た
．
も
に
さ
ら
に

増
穴
し
つ
＼
あ
り
ま
す
。
被
害
は
こ

写真説明（上）加算機電動計算機

　　　　（中）ビジプルレコーダー

　　　　（下）フアイリングキヤビネツト

置
し
た
場
合
に
は
必
す
各
種
の
キ
ク

イ
ム
シ
が
発
生
し
さ
ら
に
損
害
を
大

き
く
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、
こ

の
種
害
虫
の
習
生
と
過
去
に
於
け
る

事
例
か
ら
あ
き
ら
か
で
あ
り
ま
す
。

　
各
種
の
キ
ク
イ
ム
シ
は
損
傷
木
の

ま
で
被
害
を
あ
た
え
、
森
林
全
体
が

大
き
な
被
害
を
う
け
る
場
合
が
多
い

の
で
雷
お
れ
の
木
は
消
露
後
速
か
に

処
理
し
て
大
切
な
森
林
を
ま
も
り
ま

し
ょ
う
。

◎旧軍人恩給の加算

地　　　　　域 加算の内容（馳鞭聡煕難静9不目遅）
：支　　　　　那
（除く満州）

皐1＆編（3ケ月）動隼説日（2ケ月）

満　　　　　州

（地域により異
　なる）

皐9摺（3ケ月）塁器3牌暫鶉墨霧
縣錨（1ケ月半）塁1蝿1騰鼓蜘ケ月
塁1乏：3二ll（ノモンハン雌3ケ月）

仏　　　　　印 皇捻二脇（3ケ月）塁18昴（2ケ月）

難’ド穿鐸鐸i塁1洛2（3ケ月）

千　　　　　　島
1塁杢含：3躍（2ケ月）

侃　　　　　球
1副3110二10（2ケ月）

§§§N

ミ買

ミNミ
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④幕

　
八
箇
峠
の
麓
、
五
学
級
の
児
童
一

．
一
二
〇
余
名
、
職
邑
【
山
ハ
名
と
い
う
学
校

が
八
箇
入
口
か
ら
五
’
の
と
こ
ろ
に

あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
わ
が
八
箇
小
学

校
で
す
。
深
い
思
考
力
、
強
い
行
動

力
を
養
う
こ
と
を
目
．
標
に
「
動
考
教

育
」
と
名
づ
け
て
皆
で
そ
れ
で
も
一

生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
い
る
つ
も
り
で

す
．
「
な
ぜ
か
？
こ
れ
で
よ
い
か
？

と
よ
く
考
え
よ
う
」
「
わ
か
っ
た
ら

ど
こ
ま
で
も
正
し
く
お
こ
な
お
う
」

と
い
う
の
が
合
い
言
葉
に
な
っ
て
い

ま
す
。
少
し
具
体
的
に
御
紹
介
致
し

ま
し
ょ
う
．

　
一
、
一
級
の
僻
地
校
に
な
っ
て
い
ま

　
す
が
雪
さ
え
消
え
れ
ば
バ
ス
は
学

　
校
の
す
ぐ
下
ま
で
来
ま
す
。
中
学

　
生
は
こ
こ
か
ら
十
日
町
市
御
自
慢

　
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
乗
っ
て
川
治

　
中
学
に
通
学
し
ま
す
。
八
箇
峠
の

頂
上
ま
で
は
約
五
・
七
チ
で
す
．

　
バ
ス
は
十
五
分
で
旧
市
街
に
通

じ
、
道
路
の
良
い
乙
と
も
、
治
山

治
水
に
金
を
か
け
た
ご
と
も
、
各

部
落
に
電
話
が
入
っ
た
こ
と
な
ど

　
も
学
校
環
境
を
よ
り
良
い
も
の
に

し
て
い
ま
す
。

二
、
学
区
の
戸
数
百
十
戸
、
学
校
が

　
公
民
舘
で
よ
く
会
議
が
あ
り
ま
す

　
が
な
か
な
か
ま
と
ま
り
の
良
い
平

　
和
な
部
落
で
す
。
学
校
に
は
八
箇

　
農
榮
専
門
学
級
が
併
設
さ
れ
、
全

　
職
員
が
関
係
致
し
ま
す
。
学
校
教

　
育
に
は
実
に
良
く
協
力
し
て
い
た

　
だ
い
て
い
る
の
で
学
校
と
し
て
常

　
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
僅
々
百
戸

　
の
と
こ
ろ
で
年
々
十
万
円
の
P
T

　
A
の
決
算
を
み
て
も
う
な
づ
け
る

　
こ
と
で
す
。

三
、
学
級
は
複
式
学
級
を
一
つ
も
っ

　
て
い
る
の
が
最
大
の
悩
み
で
す
が

　
絞
舎
校
庭
は
児
童
数
に
比
し
て
非

　
常
に
ゆ
と
り
が
あ
り
、
が
っ
ち
り

　
し
て
い
ま
す
。
音
楽
室
、
理
科

　
室
、
図
事
室
、
資
料
室
、
衛
生
室

　
等
女
特
別
教
室
は
恵
ま
れ
て
お
り

　
校
庭
も
一
周
百
五
十
厨
の
ト
ラ
ッ

ク
に
な
り
ま
す
。
勿
論
．
新
し
い
教

育
課
程
の
要
求
す
る
施
設
備
品
に

　
欠
け
る
も
の
沢
山
あ
り
ま
す
が
こ

　
の
山
の
学
校
で
こ
れ
だ
け
の
設
備

　
の
で
き
た
こ
と
ば
当
局
の
御
苦
心

　
と
部
落
民
の
す
ぱ
ら
し
い
教
育
熱

　
意
の
あ
ら
わ
れ
と
信
じ
ま
す
。

四
、
教
科
学
習
は
何
と
い
っ
て
も
学

　
校
の
営
み
の
中
心
で
す
が
大
自
然

　
の
中
で
純
情
そ
の
も
の
＼
よ
う
な

　
児
童
ほ
な
か
く
か
げ
ひ
な
た
の

全
校
作
藁
等
々
小
さ
な
学
校
の
良

さ
を
利
用
し
行
動
力
を
つ
け
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
本
校
児
童
は
男

も
女
も
一
年
生
か
ら
十
日
町
小
唄

　
を
踊
り
ま
す
。
ホ
・
エ
ま
し
い
姿

　
を
御
想
像
下
さ
い
。

六
特
別
教
育
活
動
は
と
か
く
問
題

　
の
多
い
分
野
で
す
が
本
鮫
は
中
魚

　
十
日
町
地
方
に
数
少
な
い
J
R
C

　
に
加
盟
し
八
箇
青
少
年
赤
十
字
児

　
童
会
を
組
織
し
、
児
童
の
自
治
活

深
い
思
考
力
、
強
い
行

動
力
を
め
ざ
し
て

な
い
活
動
を
す
る
の
が
何
よ
り
も

嬉
し
い
姿
で
．
す
。
言
語
の
方
も
大

　
分
良
く
な
り
ま
し
た
が
此
の
地
方

特
有
の
…
だ
ベ
ェ
の
こ
と
ば
が
肌

身
に
し
み
つ
い
て
い
る
様
で
す
。

五
、
実
践
上
の
試
み
と
し
て
全
校
合

　
同
学
習
を
随
時
取
入
れ
て
い
ま

　
す
。
例
え
ば
全
校
粘
土
細
工
学
習

　
全
校
音
楽
、
全
校
写
生
会
、
全
校

　
体
操
、
全
校
訓
練
、
全
校
発
表
会

　
全
校
舞
踊
、
全
校
一
斉
テ
ス
ト
、

動
の
中
心
を
赤
十
字
精
神
に
お
き

全
国
の
少
年
赤
十
字
を
友
達
と
致

　
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
加
盟
後
三

　
年
目
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
の
で
今

　
後
更
に
活
動
の
余
地
が
あ
り
ま

　
す
。
道
徳
教
育
も
赤
十
字
糟
神
を

　
基
調
に
し
校
外
活
動
も
こ
れ
に
よ

　
る
成
果
を
あ
げ
る
ぺ
く
野
心
的
な

の
で
す
が
。

七
、
実
践
上
の
努
力
点
の
中
に

①
生
活
を
合
理
化
し
、
住
み
良
い

郷
土
、
明
る
い
郷
土
建
設
の
素
地

と
な
る
各
種
の
実
賎
活
動
を
計
画

す
る
。

②
継
続
実
践
の
営
み
を
重
視
し
実

践
記
録
の
活
用
を
は
か
る
。

と
い
う
こ
と
に
致
し
て
い
ま
す
が

小
さ
い
学
校
、
僻
地
の
学
校
と
て

馬
鹿
に
さ
れ
ま
い
と
校
舎
内
外
の

美
化
に
は
相
当
に
力
を
入
れ
て
き

た
と
思
い
ま
す
。
花
壇
を
つ
く
っ

た
り
、
教
材
園
の
討
画
し
t
り
、

生
花
ク
ラ
ブ
を
組
織
し
て
校
内
に

は
い
た
る
と
こ
ろ
児
重
の
生
花
作

品
が
あ
り
ま
す
。
清
掃
作
業
を
重

視
し
赤
十
字
少
年
団
と
し
て
交
通

安
全
や
公
衆
衛
生
面
に
留
意
協
力

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

保
健
衛
生
方
面
は
昨
年
よ
り
ミ
ル

ク
給
食
を
は
じ
め
衛
牛
室
の
完
眉

に
努
力
致
し
て
い
ま
す
。
児
童
は

常
に
九
九
％
以
上
の
出
席
郵
で
こ

の
冬
も
流
感
は
八
箇
に
来
な
か
っ

た
よ
う
で
す
。
た
だ
姻
虫
保
持
者

が
多
い
の
が
当
面
の
問
題
で
す
。

記
録
を
重
視
す
る
こ
と
も
今
日
の

新
生
活
合
理
化
の
問
題
点
で
す
が

各
種
の
活
動
分
野
で
実
践
記
録
を

　とり

日
誌
や
メ
モ
、
反
省
記
録
の

活
用
を
は
か
る
よ
う
努
力
し
て
居

る
つ
も
り
で
す
。

　
こ
れ
で
八
箇
小
学
校
の
紹
介
を
終

り
ま
す
．
八
簡
諌
越
し
の
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
は
絶
好
の
も
の
だ
と
思
い

台湾、朝鮮、関東州、棒太・南洋諸島1ケ月に付0．5月但し

軍八は1ケ年警祭職員等3年・その他公務員は4年間引続

きその地に動務した場合に附す。

註）

ま
す
が
、
ど
う
ぞ
そ
の
節
は
お
一
服

の
場
所
と
し
て
市
民
皆
様
が
お
立
寄

り
下
さ
い
ま
す
こ
と
を
希
望
致
し
お

待
ち
致
し
ま
す
．

八箇小学校


